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8-3.  歩行者利便増進道路（ほこみち） 
（道路法第 48条の 20） 

◉ 本制度は、都市再生特別措置法に基づくものではありませんが、まちなかウォーカブル区域制
度との併用により「居心地が良く歩きたくなるまちなか」空間を創出する上で相乗効果が期待
できるため、ここで紹介します。 

 
■ 制度の背景・目的 
◉ 道路において、人々が集い、多様な活動を繰り広げる、にぎわい創出に資する空間へのニーズ

が高まっています。 
◉ バイパスの整備等により自動車交通量が減少する道路が生じている一方で、コンパクトシティ

の進展等によって歩行者交通量が増加する道路も生じており、歩行者を中心とした道路空間へ
の再構築の必要性が高まっています。 

◉ しかしながら、現在の道路法では、にぎわい創出につながる道路の位置づけが明確に規定され
ていないほか、道路管理者の主導により民間の創意工夫を活用して歩行者にとって快適で楽し
める空間をつくる仕組みがありませんでした。 

 
 
 
 
 
 
 
■ 制度の概要 
◉ にぎわいのある道路空間を構築するための道路の指定制度として、歩行者利便増進道路制度

（通称：ほこみち）を創設します。 
◉ ほこみちに指定された道路では、新たな道路構造基準が適用され、歩道等の中に“歩行者の利

便増進を図る空間”を定めることができます。 
◉ また、指定された道路の特例区域（利便増進誘導区域）においては、占用がより柔軟に認めら

れるようになり、購買施設や広告塔等の占用物を置く場合の“無余地性”の基準が除外されま
す。さらに、占用者を公募により選定する場合、最長 20年の占用が可能となります。 
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■ まちなかウォーカブル区域との併用によるメリット 
◉ ほこみち（改正道路法）とまちなかウォーカブル区域（改正都市再生特別措置法）を併用する

ことで、官民一体で取り組む「居心地が良く歩きたくなる」空間の創出を促進できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほこみち 

①車線を減らして歩道を拡げるなど、歩道等の
中に（通行区間とは別に）歩行者の滞留・賑
わい空間を整備することが可能 
⇒公共：交付金による重点支援（検討中） 

②カフェやベンチの設置など占用制度を緩和 
⇒“無余地性”基準が除外され占用物が置きやすく 

⇒実質的に 20年の占用が可能、多額の初期投資が

必要な物件も設置しやすく（占用公募を行う場合。

通常は５年。） 

まちなかウォーカブル区域 

③公共による道路の修復・改変と民間によるオ
ープンスペースの提供など、官民一体による
公共空間の創出が可能 

⇒公共：交付金（国費率の嵩上げ等） 

民間：税制特例、補助金 

④区域内の特定の道路について、駐車場出入口
の設置を制限することが可能 

⑤イベント実施時などに都市再生推進法人が道
路の占用・使用手続等を一括して対応 

 
 
 
 
ⅰ．歩行者の利便増進のための道路整備や、その周辺で民間によるオープンスペースが提供される

など、エリア内でまちづくりが行いやすくなる。 
ⅱ．カフェ、ベンチ等の道路の占用について、占用基準・期間の緩和、都市再生推進法人による手

続面のサポートにより、空間活用が行いやすくなる。 
ⅲ．歩行者の利便増進が図られた道路沿いの駐車場の出入口の設置制限により、エリア内の安全性

や快適性が向上する。 
 

 

①滞留・賑わい空間の整備
（新たな構造基準）

②占用制度の緩和
（20年間の占用等）

④駐車場出入口の
設置制限

⑤都市再生推進法人による
占用・使用手続等の一括対応

③民間によるオープンスペース提供
（税制特例等）

 
両制度を併用すると…相乗効果 大 



  121 
 

■ 制度活用の手続き 
◉ 制度の全体の流れをフローで示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

指定道路の構造基準を踏まえ、
歩道等を改築

特例区域における
公募占用指針を策定

歩行者利便増進計画を認定

歩行者利便増進計画に
基づく占用を許可

歩行者利便増進計画
に基づく占用許可

を申請

歩行者利便増進道路を指定

道路管理者
（国・都道府県・市区町村）

歩行者利便増進計画
を提出

協議

【警察署長】協議

【公安委員会】
意見聴取

指定道路内に、
無余地性の基準の適用を
除外する特例区域を指定

【警察署長】協議

事業者等（占用者）市区町村 警察関係者

※通常の道路占用許可と同様、
道路交通法第77条に基づく
道路使用許可に関する場合

【警察署長】協議
※通常の道路占用許可と同様、
道路交通法第77条に基づく
道路使用許可に関する場合

意見聴取

※必要に応じて

※特例区域
＝利便増進誘導区域

占用許可

参考：歩行者利便増進増路－ほこみち－ 
◉ ほこみちに関する情報は下記URLからも閲覧できますので、適宜ご活用ください。 

https://www.mlit.go.jp/road/hokomichi/index.html  (令和 3年 3月現在) 

https://www.mlit.go.jp/road/hokomichi/index.html
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